
【取組内容③】端末の持ち帰りによる授業と家庭学習の連動

仙台市立錦ケ丘小学校（仙台市）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式 B-4

【概要】主に５・６年生の社会科や総合的な学習の時間において、情報収集の時間を家庭学習として取り入
れることで、授業中の議論に時間をかけることができるようになった。家庭学習を踏まえた授業デザインを
通して、個別最適な学びと協働的な学びの充実を目指す。

実践例①「家庭学習を取り入れた授業デザインの工夫」

授業デザインの際、
情報収集を家庭で行
うことを取り入れえ
ることで、授業を整
理・分析・表現等の
協働的な学びの時間
の充実を図ることが
できた。

実践例②「協働的な学びの時間の充実」

家庭学習で収集した情報を
グループ内で共有し、共同編
集しながら情報を整理・分析
している。
十分な時間が確保されてい

るため、議論を通して、不足
した情報や、真偽の分からな
い情報について調べ直しをし
ながら、課題解決に向かうこ
とができた。

個人でまとめた情報収集ノート

整理・分析したことを、グ
ループごとにスライドにまと
め発表。各グループのプレゼ
ンに対して、GoolgleChatを
活用し、意見交流やアドバイ
ス等即時共有し、子供たち同
士で学びが深まる学習環境を
設定するようにしている。

GoogleClassroomに学習方法の指

示を掲載


